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１．ダムの役割

大雨のとき → 治水

ダムがないと

ダムがあると

山中で降った大雨がその
まま下流へ流れて洪水に
なります。

大雨の一部はダムに貯め
られ、天気が回復してか
ら下流にながします。

日照りのとき→上水道・用水

降った雨はそのまま下流
へ流れるため、日照りが
続くと水不足になります
。

ダムがあると

降雨はダムに貯められ、日照
りが続いた時でも貯水を利用
して、上水道や用水を供給で
きます。

ダムがないと



１．ダムの役割（大雨のときの操作イメージ）

普通の状況

常時満水位を越え
ない

流入量とほぼ同じ
量を放流

常時満水位

サーチャージ水位

大雨のときの操作

大雨の水を一時貯
めて

流入量より少なく
放流

サーチャージ水位

常時満水位

治水容量
（洪水調節容量）



２．大野川ダムの概要

クレストゲート
・異常出水のときに使用

・※ダムの専門用語で「ただ
し書き操作」のときに使用

ホロージェットバルブ
・洪水調節時の放流に使用
・放流量1～11m3/s

ジェットフローゲート
・通常時の放流に使用
・放流量0～1m3/s以下

ダムデータ
・完成：昭和５３年１０月
・重力式コンクリートダム
・高さ４７m 堤頂長１８３ｍ
・総貯水容量１３９万m3

・治水・上水道・河川用水の目的
・計画洪水量86m3/sの内75m3/s

をカットし、11m3.sを放流



２．大野川ダムの概要

ただし書き操作開始水位 標高148.40m
●常時満水位

洪水でないときに
ダムに貯水できる
最高の水位。

●サーチャージ水位
洪水時に貯留できる
満杯の貯水位。

●治水（洪水調節）容量
常時満水位とサーチ
ャージ水位までの容
量。洪水調整に用い
る。

●ただし書き操作
ダムの計画規模を越える異常出水が発生し、サーチャージ水位
を越えると予想されるとき、サーチャージ水位を超えないように放流量を増加させ、流入量に
近づける操作



２．大野川ダムの概要
ただし書き操作を行ったケース（平成１０年８月 大野川ダム）



佐渡地域振興局
（大野分室）

洪水調節開始

洪水調節終了

・流入量が9.6m3/sを超過

・流入量が9.6m3/sより低下

３．大野川ダムの情報の提供

警戒体制開始

警戒体制終了

・大雨警報（浸水害）、

洪水警報解除

・今後、大雨の可能性なし

関係機関連絡体制移行基準

・大雨警報（浸水害）、洪水 警
報発令等の待機基準となった場
合

「ただし書き操作」開
始3時間前、1時間前

一般住民への周知

・標高148.40mに達する 「ただし書き操作」開始

「ただし書き操作」開始
30分前

「ただし書き操作」終了

「ただし書き操作」開始
約７分50秒

・放流量が計画最大放流量
11.0m3/s以下

ＦＡＸで連絡
・佐渡市
・佐渡市消防本部
・西・東警察署

ＦＡＸで連絡
・佐渡市
・佐渡市消防本部
・西・東警察署

●大野川ダム警報所以外の警報所
のサイレン吹鳴 (すいめい）

●警報車により周知

●大野川ダム警報所のサイレン
吹鳴（すいめい）



３．大野川ダムの情報の提供

サイレン
スピーカ



４．平成29年7月24日梅雨前線豪雨時の洪水調節の状況

ダム洪水調節状況図

最大流入量 12:30 33.35m3/s

最大放流量 15:50 9.93m3/s

最大貯水位
15:30 144.65m



４．平成29年7月24日梅雨前線豪雨時の洪水調節の状況

普通の状況 平成29年7月24日の状況



４．平成29年7月24日梅雨前線豪雨時の洪水調節の状況

矢田ヶ瀬
橋

高橋大野川橋

大野橋

与五郎橋



最大流入量 9:30 84.63m3/s

最大放流量 11:50 22.92m3/s

最大貯水位
11:40 148.81m

平成10年８月4日 ダム洪水調節状況図

最大流入量 9:30 84.63m3/s

最大放流量 11:50 22.92m3/s

最大貯水位
11:40 148.81m

【参考】
平成10年8月4日豪雨の洪水調節の状況


